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序 文

可児市における、中世から近世にかけての産業としてまず挙げられるものは、

窯業であります。

しかしながら、もう一つの産業として、鋳物鋳造が挙げられます。現在の可児

市今渡地内には、金屋という地名があり、ここに鋳物師と呼ばれる鍛冶職人の集

団が住んで、梵鐘、鰐口などの製品を製作していたようで＼金屋の鋳物師が作っ

たことを示す銘が入った梵鐘、鰐口が残っていたり、記録として残っていたりし

ます。

この度、今渡地内で「大清水土地区画整理事業」が行なわれることになり、こ

の事業区域内に、金屋の鋳物師の住居跡、工房跡と考えられる金屋遺跡が含まれ

ることになりました。関係者と現状保存について協議を重ねましたが、どうして

も保存することは不可能となり、事前に発掘調査を行なって記録に残すことにな

りました。

調査の結果、鋳物師が生活していた住居や工房の跡、使用していた碗・皿など

の食器類を始めとする日用品が数多く発掘され、生活の様子が明らかになりまし

た。貴重な遺跡が消えていく中で、唯一の救いということができます。

この成果が、中世から近世にかけての鋳物師職人、ひいては、この時代の生活

文化史の研究に、少しでもお役に立てば幸いに存じます。

最後になりましたが、現場作業に携わっていただいた作業員の皆様方始め、ど

協力をいただいた関係者の方々に感謝の意を表します。

平成元年3月

可児市教育委員会

教育長　工　藤　新　二



例　　　　　　　　　言

1本報告書は、岐阜県可児市今疲字住吉浦地内で、「大清水土地区画整理事業」に伴い、可児市

教育委員会が、大清水土地区画整理組合より委託を受けて実施した、金屋遺跡の発掘調査報告書

である。

2　発掘調査の主体は、可児市教育委員会であり、調査体制は、次のとおりである。

団　　　長　　　可児市教育長　　　　　　　工藤　新二

調査指導　　岐阜県教育委員会文化課　小川　敏雄（現岐阜県立加納高等学校教諭）

青木　　久

調査担当者　　市教委社会教育課　　　　川合　俊

吉田　正人

調　査　員　　（財）豊蔵資料館学芸員　　斉藤　基生

作　業　員　　　平田　祐二

渡辺　文夫

高木　なか

長谷川　静男

田牧　慎次

山本　　草

吉田　貿二

野々川　ふさ

大平　よ恵子

日比野　つる枝

林　　カズミ

大平　武俊

畑　健一郎

水野　孝司

近藤　行雄

佐橋　秋夫

門原　英明

三品　克二

山本　文子　　　沢野　高夫

整理作業員　　池田　成子　　田中　すみ　　　堀田　直江

小木曽　江里子　　加藤　基弥　　　田口　洋子

水野　　修

事　務　局　　　市教委社会教育課

課　長　　奥村　千郎　　　　課長補佐　　浅野　　満（62年度）

係　長　　奥村　　正（62年度）　伊藤　　寿（63年度）

藤井　茂木　　　各務　洋子　　　金子　時子

大沢　勇雄（62年度）　宮地　直木（63年度）　横田　郁子

市文化財　　奥谷　一一勝　　　平田　録郎　　続木　　正

審議会委員　　杯　　則夫　　　梶川　正善　　　金子　郁朗

水田　陽造　　丸茂　兼一　　　大久保　嘉和

加藤　　迫

3　本発掘調査及び、整理作業、並びに報告書刊行に要した経費は、総計4，287，000円（62年



度3，837，000円　63年度450．000円）であり、全額原因者である大清水土地区画整理組合

からの委託料でまかなった。

4　本報告書掲載資料のすべては、可児市教育委員会において、保管する。

5　本書の執筆及び、編集は、担当者である吉田が行ない、遣物の実測、トレース、図面整理、写

実撮影は、吉田の他、整理作業員が行なった。

6　本調査及び、本書執筆に際しては、次の方の協力及び、御教示をいただいた。記して感謝する0

大清水土地区画整理組合　　可児市区画整理誅　　坂下町教育委員会

多治見市教育委員会　　田口　昭二　著尾　正成

御嵩町教育委員会　　　若尾　要司

可児市役所　　　　　亀谷　泰隆（土田連絡所長）　長搬　治義（福祉課）

今井　静夫　　　加藤　基弥 （敬称略）

凡　　　　　　　　例

1　方位は、磁北である。

2　遺構の長さ、幅等の計測値については、すべて水平若しくは垂直距離である。

3　グリッド番号は、北に向かって左上の杭の番号をもって呼称する。

4　挿図、図版の遺物の番号は、本文中の番号と同じである。又、土拡一覧表中、番号がとんでい

るのは、途中ピットに変更し、欠番としたものである。
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Ⅰ　発掘調査に至る経緯

昭和61年、可児市今渡字大清水地内他で、土地区画整理事業が計画され、担当課である都市整

備課（現区画整理課）より、埋蔵文化財の有軌こついての照会があった。市教委社会教育課は計画予

定地域内に、文献、現地踏査なとで確認されている金屋遺跡（県遺跡台帳未登録）がある旨の回答

をしていた。

その後、この遺跡の保存について、関係機関と協議を重ねたが、事業の性格上、保存することは

因難であることから、事前に発掘調査をして、記録保存することとなった0

この決定に基づき、大清水土地区画整理組合理事長　津田秀雄と「大清水土地区画整理事業に

伴う埋蔵文化財取り扱い協定書」を結んだ。その後、この協定書に基っき、大清水土地区画整理組

合理事長と、可児市長との間で委託契約書を交わし、原因者負担による事前発掘調査を昭和62年

7月20日より、開始した。

文化財保護法の規定による屈出、通知は、次のとおりである。

第57条の5第1項の規定による屈出書の進達

昭和62年6月20日付　　　可数社第160号

第98条の2第1項の規定による通知

昭和62年7日3日付　　可数社第177号

挿図－1金屋遺跡及び周辺遺跡位置図

－1－



Ⅰ　金屋遺跡の立地と環境

可児市は、岐阜市の東方約30加のところに位置し、東は御嵩町、土岐市、西は愛知県犬山市、

南は多治見市、北は木曽川を隔てて美濃加茂市と按している。

地質的には、基盤の秩父古生層が陥没してできた、美濃加茂盆地の南にあたり、木削Ilが開折し

た3段に及ぶ河岸段丘の平坦部と、哺乳動物の化石を産することで著名な名村層（椎子累層）や

平牧層が堆積する底丘陵部、及びその上位に堆積する土岐砂礫層の丘陵部に、大別される。

金屋遺跡は、木曽川が開折した3段の河岸段丘のうち、下位段丘である土田、今渡段丘上に立地

する0標高80柑程を測る。木曽川河畔から直線距離で、約600隅南に位置する。行政区城田に

は、可児市今渡字住吉浦である。

この土田、今渡段丘は、木曽川河畔沿いに形成されているため、古くから人々が生活を営んでお

り、多数の遺跡が確認されている。

代表的なものは、可児市土田地区の北裏道跡（註1）、抽裏遺跡（註2）、土田渡古墳群（註3）

川合地区の宮之脇道跡（註4）、川合遺跡（註5）、川合古墳群（註6）なとをはじめ、この他数多

くの遺跡があり、又対岸である美濃加茂市や加茂郡なと、木曽川沿いの地域には遺跡が密集し、

遺跡の一大群集地域ということができる。

金屋遺跡の北方1007経のところで、昭和58年に、県道美濃加茂可児線改良工事に伴い、今渡

遺跡が発病調査され、中世の土拡墓、火葬墓が、多数検出された。これにより、中世の埋葬方法の

一端が解明されたと同時に、数多くの鉄渾（註7）が出土していることは、今回調査する金屋遺跡

との関連が予想され、注目したい。

（註1）　可児町北裏遺跡発掘調査団　『北藁遺跡』1973年3月31日

（註2）　可児市教育委員会　『可児市の文化財』第5集1982年3月

（註3）　八幡1号境をはじめ、現在は、9基しか残っていないが、以前は100基を超える小

円墳が存在したようである。

（註4）　岐阜県教育委員会・可児町教育委員会　『宮之脇遺跡』1976年8月25日

（註5）岐阜県教育委員会・可児町教育委員会　『川合遺跡』1978年3月25日

（註6）　次郎兵衛塚古墳、稲荷古墳なとが含まれる。

（註7）　岐阜県教育委員会　『今度遺跡』1984年3月

－2



Ⅱ　金屋の鋳物師について

金屋の鋳物師について地元に伝わる文献としては、享保5年（1720）に書かれた『金屋村

由来』がある。それによると、河内国の鋳物師宗匠長谷川河内少輔藤原家次が、奥州からの帰途、

東山道を、下荏戸の恵女洞之郷に通りかかったところ、天地が霞勤し、池より龍が昇るという神変

に会い、ここに永住することとし、河内より一族を呼び寄せ、恵女洞2郷を「金屋村」とした、とあ

る（後に掲げる原文参照）。

金屋村の鋳物師が製作した鰐口が、飛騨の千光寺、及び御嵩の頗興寺に現存する（両者とも県指

定文化財となっている）。又、太平洋戦争中の金物提供によって現存しないが、金屋村の銘のあっ

た梵鐘も5例ある。鰐口、及び梵鐘の銘は、次のとおりである。

鰐口（1）飛騨　干光寺　　「永禄九年丙寅十一月吉日」

「大工濃州可児郡野金屋長谷川平左衛門尉」

（2）御嵩　願興寺・…「大工無鉄　天正十二年甲申」

梵鐘（1）三河団加茂郡龍谷庵　…永正十二年　「美濃州可児乏郡衛度下門大工家長」

（2）御嵩町津橋熊野神社　　天文八年　「大工長谷川彦一、教吉、高次」

（3）木曽須原宿定勝寺・・天文十八年　「大工藤氏長谷川幸次」

（4）犬山瑞泉寺　　天正七年　「大工濃州可児都荏戸之住長谷川平左衛門」

（5）久々利放生寺　　元和四年　「長谷川平左衛門長次、同彦一郎」

これらの銘の年代から考えると、金屋の鋳物師は、室町末期から江戸初期まで活躍し、その交流

圏は、東濃一円と、飛臥三河の東加茂郡足助町、信濃の木曽にわたっている。

しかし、江戸時代初期以後の天和3年（1683）、下切村（現可児市下切）雲罷寺、金屋村の

龍洞寺自体も、宝年5年（1708）には岐阜の鋳物師が鋳造している。これらからみると、17
店主1）

世紀中頃には衰微してしまっているようである。

現在までに判明していることは以上であるが、鋳物師の活動の時期は、ほぼ分かっているものの

鋳物師の工房、生活の様子について分かっていることは、皆無といってよいだろう。従って、今回

の調査の結果によっては、これらを解明する可能性が高いので、注目すべき調査となる。

尚、昭和49年、恵那郡坂下町金屋地区で、中世鋳造址が発掘調査されているが、それによると
G主2）

この遺跡は金屋村の鋳物師が、一時的に出張した、いわゆる「出吹き」であろうとしている。

－3－



（註1）　可児町　　　　　　『可児町史　通史編』1980年2月1日

（註2）　坂下町教育委員会　『金屋・星の宮遺跡』1975年

今漉金屋村鋳物師由来書

挿図－2　板下町金屋遺跡出土石組遺構実測図（註2文献より転載）

－4－
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Ⅳ　発掘調査の経過

調査区城内に、5×5ク托グリッド（G）を設定して、調査をすることとした。以下、調査日詰よ

り経過を述べることにする。

調査日誌抄

7月13日（月）　暗

現場事務所設置。

7月20日（月）　暗

発掘資材等搬入。杭打ち（5，托グリッド）　鉄樺、山茶椀、陶片等を表採する。

7月21日（火）　曇

発掘調査開始。並行して杭打ち。10列杭沿いにトレンチを入れる。水がかなり湧き、掘り下

げ困難。

7月22日（水）　晴　　午後から

10列トレンチ掘り下げ続行。平板による杭の位置設置。

7月23日（木）　曙

10列トレンチ内（Nl O、010G）より、炉跡らしきもの確認。鋳型片、陶器片、鉄澤な

と出土。7列トレンチを入れる。地山面まで、30～40C醍前後。

7月24日（金）　晴

P9、P8G掘り下げ。P8G地山出る。陶片出土。

7月27日（月）　曙

P9、Pl OG、地山出す。010G表土はぎ。

7月28日（火）　晴

010G、掘り上がり、09G掘りはじめ。

7月29日（水）　暗

09G、掘り上がり、Nl OG表土はぎ。

7月30日（木）　晴

Nl OG掘り上がり。これまで残してきたグリット間の土手除去。Pl O、P9、010、0
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9G清掃。土拡らしきもの数基確認。

7月31日（金）　曇

N9G掘り上がり。

8月　7日（金）　晴

N8G表土はぎ、08、P8G掘り上がり。P8G北東部に、黒色土のプランあり。その中に

は鋳型片、鉄渾片多数顔をのぞかしている。

8月10日（月）　晴

Ml OG表土はぎ、N8G掘り上がり。各グリッド間の土手除去。

8月11日（火）　晴

残りのセクベルトはずす。Ml O－Pl O－P7－M7閤掘りあがり。

8月18日（火）　晴

M7、N7、07G掘り下げ開始。すぐ地山でる。M7G南西部より陶器壷片一括出土。状況

は石そ中心に、，花びら状にわってならべてある。

8月24日（月）　晴

10列ライン以南の清掃及び、遺構検出。

8月26日（水）　晴

10列ライン以北の掘り下げ開始。Mll、Nll、M12、N12G表土はぎ開始。Nll

G内の包含層より陶器類、鋳型、鉄繹一括して出土。

8月31日（月）　曇

Mll、Nll、M12、N12G地山出し開始。11列内では急に地山のレヘJL／が下がる。

遺構の存在の可能性あり。

9月　1日（火）　晴

M12、N12G内は、地山がはっきりとでないため、更に掘り下げた結果、溝状遺構である

ことがわかった。底には川原石、陶器片なとが検出される。SDIと名付ける。

9月　2日（水）　晴

011、012、Pll、P12G振り下げ開始。PllGより石組列検出。
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9月　7日（月）　曇

Q8、Q9、Ql OGの一部掘り下げ開始。

9月　8日（火）　曇

Q8、Q9、Ql OG掘り下げ完了。Ql OG内で土鉱を確認、その覆土上面より中国銭100

枚程出土。

9月　9日（水）　曇

Qll、Q12掘り下げ開始。Q12G内東端に石組列確認。排水遺構の可能性高い。

9月14日（月）　晴

各セクション壁立て、及び周辺の地山出し。10列以北には、計3本の溝状遺構が確認できる。

9月16日（水）　曇

10列セクション下、北西端構内で地山直上から鉄韓、蛮なと出土。012G円の石組遺構は

Q12G内を斜めに横切る。

9月17日（木）　晴

Q12－Ql OG間、Ql O－Rl OG間、セクション実測。

9月18日（金）　晴

Ql O－Q7Gセクション実測。調査地全面地山出し。

9月21日（月）　暗

両区（10列以南）遺構捜し。ピット多数、土拡数基確認。

9月22日（火）　晴

両区清掃、線引き、写真撮影。SK2、SK3覆土上面の遺物、写真撮影後取り上げ。

9月24日（木）　晴

文教民生委員会視察。両区ピット掘り始め。北区線引き。

9月25日（金）　晴

南区ピノト掘り上がり。底に石の入ったピット多数。南区土・掘り始め。

9月26日（土）　小雨
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セクション（Ml O－Ql OG間）実測。

9月28日（月）　晴

M10－M12G間セクション実測。各セクション注記。10列セクション土手除去。

9月29日（火）　晴

Ql O－Rl OG間、Rl O－R7G間、R7－Q7G問セクション実測。0列、Q列土手除

去後、北区清掃開始。

9月30日（水）　曇

北区清掃後、全体写真、各遺構写真。帝は3本確認でき、北よりSDl、2、3とする。

10月　1日（木）

SDl、2掘り下げ。SD2は、Mll杭以東で2本に分かれ、北をSD2－1、南をSD－

2とする。又、011杭下SD2－1で、古瀬戸と思われる破片出土。

10月　2日（金）　暗

P6－M6G間セクション実測。SDl、2掘り下げ続行。012G内SDlより、すり鉢1

個体、Q12G内SDl、SD2－1間より、大要胴下半部出土（包含層中）。SDl、SD2

－1は、Q12Gで合流。PllG内SD2－2で、石組列の下より陶片出土。QllG内のS

D3掘り下げ開始。

10月　5日（月）　晴

SD掘り下げ続行。ピットの注記ほぼ完了。その後、土鉱の注記開始。

10月　8日（木）　晴

土拡断面実測。北区清掃。

10月9日～12日（金～月）

土拡断面実測、及び写真撮影、土拡掘り下げ完了。

10月13日（火）

6列ライン南に3×15ナ彿拡張。表土20m程で、一面に（06、N6G）鋳型片が検出され

る。N6G円で、鋳型片が検出される。N6G内で、鋳型片なとを多量に含む士拡2つ検出。

10月14日（水）　晴
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拡張区掘り下げ続行。06、P6G内に、鋳型片なとを多量に含んだ士砿確認。

10月19日（月）

引き続き拡張区掘り下げ。

10月20日（火）　晴

拡張区掘り下げ完了。ピット多数検出。北区の溝の残り部分掘る。

10月21日（水）　暗

調査区全体掘り上がり。

10月22日（木）　晴

全体割りつけ、発掘資材撤去。

10月23日～11月14日

実測、及び測量。現場調査終了。
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挿図－3　調査地域付近地形図
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挿図－4　調査地区グリッド設定図
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†　層　序

発掘調査地城の層序は、遺構全体図付属のセクション図のとおりであるが、浅いところでは地山

まで1、2層、深いところでも3層である（遺構のない部分）。地山は黄褐色土層、又は黄色土層

である。地山面までの深さは、浅い部分（7列付近）では、03～04催程で、北に向い除々に0

7彿程まで中央部の溝部分（SD3）で最も深くなり、14彿程になる。北側部分は05雛程であ

るが、表土がやや下っているため、SD3南の深さとレベル的にはそれ程かわらない。SDl北側

では、除々に高くなっている。

遺構は地山である。黄褐色士層、又は黄色土層を掘り込んでいるが、SD3をはじめ、一部の遺

構では、その下の黄色砂質土まで掘り込んでいるところもある。

包含層は、①、㊥層であり、この2層より多量の陶器片、鉄揮、鋳型片等が検出されている。

①灰黒褐色土（表土）

④黒褐色土　　㊥′黄混入土

⑨黒色土　　㊥′茶褐色、黄色土混入　　⑨〝黄混入

④茶褐色土（やや黄まじる）　　④′灰黒褐色土混じり　　④〝黄色混入

㊥黒色土黄色混入土

⑥淡茶褐色土　　⑥′黒色褐色及び、黄色混入　　⑥〝黄混入

⑦黄色士粘質淡茶褐色混入土　　釘黒色混入土

㊥赤褐色土（淡茶褐色混入）

④黄土色土（黄色士黒色土混入）
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Ⅵ　遺　構

今回の調査により検出した遺構は、およそ次のようなものである。

1溝状遺構　4条

2　集石遺構　2ヶ所　土蛇の一種ともいえるが、大量の石が入っている。

3　石組遺構　2ヶ所

4　土砿　73基

5　（柱）穴　243ヶ所

1，溝状遺構（挿図－7・8）

今回の調査地域の北半分から、計4本の溝が検出された。4本ともほぼ東西に走っているが、底

のレベルから考えて、乗から西へ流れていたと思われる。北からSDl、2－1、2－2、3と呼

ぶことにする。

SDl

調査区域の最北部近くで検出されたものである。溝の肩がM12G、Q12Gなとをはじめ、あ

ちこち撹乱されているため、溝の幅は一定ではないが、約1～15雛を測る。深さはおよそ40C彿

前後である。溝の断面は肩からなだらかに落ち込み、底部も平坦ではなく丸みをもっている。

遺物は底にたまった堆積土の上から出土している。M12～012G内では、約10～20㈹程

の川原石がかなり検出され、遺物である天目茶碗、嚢、すり鉢、鉄棒、鋳型片なとが、その中に

まじって出土している。012（1内では、すり鉢、古瀬戸の水注なとが出土している。溝の底では

ないが、Q12G内のSD2－1との間の肩の上から、堆肥貯蔵用のカメが出土している。出土遺

物から、15世紀初頭～16世紀後半頃までは使用されていたと思われる。

S D2

SD2－1、2－2が011G北端部で合流して1本の溝となる。SD2－1は、東北東から西

南西に向い流れ、SD2－2は、QllG東端南部から北上し、同G東北端で西に屈曲して流れて

いる。SD3を切っている。幅は2－1が1～14仇程、2－2が1～12彿程である。断面は、

2－1が肩からゆるやかに落ち、丸みを持って落ち込み、底部は平坦に近いのに対し、2－2は、や

や開き気味のU字型を呈する。深さは両者とも40～50撒程である。合流したSD2は、幅が1

～15鵬程（最大幅2酢程）である。合流後すぐ北岸近くで、地山部分が長い島状に底から20仇

程の高さで残り、SD2内に幅03～05椚前後の小さな溝を形成する。底のレベルは両方とも同

じである。断面は大きい方は穏やかに丸みを持って落ち込み、底は丸みを持つがはぼ平坦である。

一方小さい方は、ほぼU字形を呈する。深さは、両港とも50C耽程である。底にはSDlとは異な

り、川原石なとははとんとなく、堆積した黒褐色土中より、古瀬戸が出土した。又、NllG内か

ら、底に扁平な石が入ったピットを1ヶ所確認した。尚、合流点近くのSD2－2覆土上面より、

石組遺構が出土しているが、詳しくは後述する。
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S D3

調査地城のほぼ中央部を流れる。SD2－2同様、Q12G南東部分からやや北上して、西にほ

ほ屈曲して流れる。幅は検出した溝の中で最も広く、18～26肌を測るが、所々溝の肩がやられ

ている。断面はやや丸みをもって落ち込むが、両岸とも一部を除き肩から30～40m落ち込んだ

後、平坦面を持って、その後又、ゆるやかに落ち込んだ形をとる。底はほぼ平坦である。中程の平

坦面からの深さも30～4Dc耽程である。従って溝の肩部からの深さは、60～80mを測る。

溝の東部、南岸付近では、地山の下の黄色砂質土まで掘り込んでいる。覆土をみると、黒褐色土に

黄色土がまだら状に混っているため、人為的に埋められたものと思われる。顧土中からは、陶片、

鉄棒、鋳型片等が出土している。又、PllG内の平坦面上から、直径20C沼程の川原石が15個

程かたまって出土しており、中には焼けた石、鉄棒等もあり、遺構が存在した可能性を物語る。

2．石組遺構（挿図－8）

調査区域から2ヶ所検出された。

石細目

SDl、SD2－1が埋没した後、Q12G内東端近くを北北西一南南東方向に、両者を切って

構築されている。Q12Gの北東端に、幅約1机解り型が残っている。石組は一部崩れているが、

横2列、縦2段で15～20C椚前後の石を中心に、大きいものでは90C級程の川原石を使用して

作られている。比較的北側の石は大きく、南側の石は小さい。中には、焼けた石も使用されている。

横2列の間には、15～20珊程の間隔があり、恐らく、排水用に使用されたと思われる。検出さ

れた地点から先、とのように続くかは不明である。すり鉢、褒なとの陶片が出土している。時代は

17世紀半ば～後半以降のものと思われる。

石組2

SD2が合流する地点のSD2－2理土上面より検出された。ほぼSD2－2の北側の肩部と並

行に組まれており、縦は2段、横は一部しか残っていないためわからないが、恐らく2列になって

いたものと思われる。使用されている石は、20珊前後の川原石が使用されているが、中には40

伽程の大きなものもあり、主に下段でその使用が認められ、又焼けた石や石皿のようなものも一部

使われている。出土遺物はなく、性格は不明だが、溝の肩に積んだものとも考えられる。

3．集石遺構

調査区域南側から、計2ヶ所検出された。本来、土鉱に含めるべきかもしれないが、土砿内から

おびただしい数の石が検出されたため、集石として扱うこととした。

集石1

調査区城の南端、N6G内より検出された。一部しか検出していないため、正確なプランはつ

かめないが、おそらく楕円形又は、隅丸長方形になると思われる。短軸は約22例、深さは30亡催
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程である。断面は、プランの肩からほぼ垂直に掘り込まれ、底は平坦である。

プラン内の覆土は、黒褐色黄混じり土であるが、この中には、鋳型、木炭等の細粒片が多量に含

まれている。石はこうした中に投げ込まれた状態で検出され、西側には30～40C桝の大きなもの、

東側には20C彫前後の小ぶりな石が出土している。覆土や石の中、或いは間には、陶器類、鉄樺、

鋳型片が検出されており、これらの状態をみると、石とともに廃棄したものと思われる。

集石2

06、P6G内にかけて検出された。プランは切られている部分があるのと、全体を検出してい

ないためはっきりいえないが、隅丸長方形を呈する。ほほ垂直に30～40錘程掘り込み、底は中

程までわずかに傾斜するものの、ほぼ平坦である。短軸は約32プル、長軸の検出された部分の長さ

は、34椚程である。この遺構部分は、包含層に木炭、鋳型の細粒片∴或いは鉄繹なとがかなり含

まれており、覆土の茶褐色土中には全面的に木炭、鋳型の細粒片を含んでいる。この他、焼土のよ

うな硬い土も入っている。こうした覆土中からは、多量の鉄棒、鋳型片の他、山茶碗、すり鉢、天

目茶碗等の陶器類も出土している。

石は、北側には15C雛前後の小さなもの、南側は30～50C慨と大きなものが検出されている。

他の出土遺物といっしょに混っている。これらの状態は、集石1と同様なものであり、両者とも鍛
（註1）

治作業の工程中に出て不用となった鉄揮、鋳型片なとを廃棄する場所であったと思われる。

（註1）　セクションをみると、黄褐色土がまだら状に入っているため、後世まとめて廃棄した

ものと思われるが、覆土中からは、近現代の遺物は確認されていないため、鋳物師の鍛

治作業中に出る不要物の廃棄場と判断した。

4．土　砿（挿図－9・10）

今回の調査地城から、計73基の土肱が確認された。地山を深く掘り込んだもの以夕日こ、裾り込

みが非常に浅いものがあり、その部分は調査区南側で多数確認した。これらは調査地が畑であった

ことなとを考えると、耕作用のイモ穴であった可能性が高い。覆土ははとんと茶褐色又は、茶褐色

土にそれぞれ黄色土が混ったもので、土砿により混り具合が異なる。又、大部分が覆土中に鋳型細

粒片や、木炭を含んでいる。土拡内からの遺物はあまり多くなく、その性格も不明なものが多いが

形態、出土遺物から、鋳物師の鍛治遺構と何らかの関連があるものも含まれると思われる。以下、

特徴的なものを記述する。

S K　2

長軸142別、短軸120肌、深さ040〝もの不整楕円形を呈し、長軸は、N－60－Eを示す。

中に川原石を5・6個含んだ土拡のようなものを切っている。断面は、すり鉢状になだらかに落ち

込み、底はほぼ平坦である。南斜面上部に、茶褐色土で硬質の固まりが検出され、この中及び附近

からは、鉄棒、鋳型片、山茶碗なとの土器片が出土している。

尚、この土拡の東端覆土上面より、鉄粕の簡形容器が、人為的に割られ、ちょうど花ビラ状に並
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へられた状態で出土した。

S K7

長軸1887宛、短軸080ナ托、深さ020酢の隅丸長方形を呈し、長軸はN－15Lwを示す。

この西隅にある士拡状のものを切っている。底部中程には、ピソト2つが切っている。西側のもの

は、直径約40C催、深さ約40cJ花、東側は直径約50cm、深さ約80C肌を測る。

S K8

長軸160タ托、短軸080タ托、深さ025仲との隅丸長方形を呈し、長軸はN－5Lwを示す。L

字形に川原石が置かれており、この下部から鉄棒が出土している。底部東側中央部分は、更に土砿

状に掘り下げられて、南側及び東側を更に、ビノトに切られている。東側ピットを除いて、両者に

はそれぞれ20C胱程の扁平な川原石が置かれており、更に土砿状のものには、北壁に同型の石が立

てられている。SK8の底からの深さは、東側ピソトが50e舵、他のものは、30m程となってい

る。又、このSK8を切る形で、北側に3つのピソトがある。このうち最北のものは、直径約70

C、深さ60C舵を測り、かなり大きなビットである。底には直径30C明の扁平な川原石が置かれて

いる。

S K9

長軸176肌、短軸080机、深さ029刑の隅丸長方形を呈し、長軸はN－14㌧－Wを示す。

理土上面より蛮片が出土しており、この下部には直径30C沼程の円盤状を呈した土の固まりが検出

された。この土の中には赤褐色を呈した部分もあり、鋳型細粒片を含んでいる。

底にはSK8と同様に、直径約30C沸、深さ約15C漑程のピットがあり、更に扁平な川原石が

敷かれている。北側は撹乱されている。

S K19

長軸134雛、短軸110桝、深さ075，椎の不整楕円形を呈し、長軸は、N－61L－Eを示す。

断面は、ややすり鉢状に落ち込み平坦面を持つ。覆土は黒色土まで下方に若干黄色土が混じる。

遺物も出土せず、性格は不明である。

S K2　0

長軸098肌、短軸056仇、深さ030ナ椎の隅丸長方形を呈し、やや小型のものである。長軸

はN－78‘」Eを示す。覆土は黒褐色に黄色土がかなり混じる。覆土中より山茶碗、鉄片が出土し

た。

S K2　4

長軸126桝、短軸114タ稚、深さ014mのやや不整の隅丸長方形を呈し、長軸は、N－780

－Eを示す。覆土は、黒褐色土に黄色土がかなりの量入る。南東部分をピットに切られている。

S K2　6

長軸202机、短軸090机、深さ010刑の隅丸長方形を呈し、N－750－Eを示す。非常に

浅いため、耕作用のイモ穴の可能性が高い。SK27南壁を、SK26－2にやられている。底に

は2つのピノトがあり、西側のピノトの理土上面から、蛮片が出土しているため、このSK26に

伴うと考えられる。ピノトの大きさは東西それぞれ直径38仇、深さ20C〃王、30m、30C刑を測
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る（深さはSK26底からの深さ）。　このピットの覆土には、鋳型細粒片が含まれる。又、SK

26からは、鋳型片が出土している。

南壁は、SK26－2に切られている。中に直径30C鵜のビットがあり、底には三ケ月状の扁平

な石が敷かれている。それらの覆土中からは、鉄樺、鋳型片が出土した。

S K　2　9

長軸180，絡、短軸推定0907耽、深さ040雛の、やや不整の隅丸長方形を呈し、長軸は、N

－86？－Eを示す。SD3の南岸を切って掘り込まれており、底は地山の下の黄色砂質土まで掘

り直しており、各壁はオーバーハンク気味である。

覆土上層中より、サビ粕のかかった要の底部が裏返って検出された。この他、釘も出土している

（土砿墓の可能性が、若干だがある。）。

S K　3　8

長軸220ナ椎、短軸120彬、深さ020軌の隅丸長方形を呈し、長軸は、N－73LEを示す。

比較的大きな土拡である。覆土は、茶褐色黄混じり土でやや粘りがある。覆土上面より中国銭が、

合計で119枚出土した。中央の穴に、撚糸状のものを通した状態で出土しており、サビによりく

っついてしまっており、2つに折れていた。覆土中には、鋳型細粒片が含まれており、上面から鉄

樺が出土している。

S K　3　9

長軸166削、短軸不明、深さ40‘明のやや不整の隅丸長方形を呈する土鉱と思われる。長軸は

N－77LEを示す。SD3の南岸を切る形で構築されており、SK29と同様なものと思われる。

S K　41

長軸156，絶、短軸130帆、深さ0357常の隅丸長方形を呈し、長軸は、N－679－Eを示し

ている。北東部分は、撹乱を受けている。北壁はすり鉢状を呈し、下方ではぼ垂直に落ち込み、残

りの壁はやや傾斜して落ち込み、底部は平坦である。覆土中より、山茶碗、土師質小皿の各破片が

出土している。

S K4　3

長軸1407耽、短軸084孤、深さ020隅の楕円形を呈し、長軸N－100－Wを示す。北辺の直

径64C潤、深さ50（配の底に直径30∽程の扁平な川原石を敷いたビットに切られているが、こ

れをSK43の一部として見るべきかもしれない。覆土上面より砥石のようなものが出土した他、

天目茶碗などの陶器片、鉄揮、鋳型片も出土した。覆土には、鋳型細粒片を含む。

S K　5　5

長軸170〝1、短軸110〝も、深さ070肌の隅丸長方形を呈し、長軸はN－760－Eを示す。

北側の壁面は、ややすり鉢状に呈して落ち込むが、他はほぼ垂直に落ち込む。底はほぼ平坦である。

覆土は黒色土で、遺物は検出されなかった。性格は、不明である。

S K5　6

SK55の東隣に位置する。長軸070刑、短軸048机、深さ040仇の楕円形を呈する。長

軸はN－699－Eを示す。覆土中には15m程の大きさの石が、上面に5・6個入り、底には2個
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置かれていた。（内1個は、斜めになっていた。）覆土は黒褐色土で下方にいくと黄色土があり、

鋳型細粒片が混じる。鋳型片も出土している。

尚、本釆ピットとするべきかもしれないが、土鉱として扱った。

S K　61

SXlの南東に隣接する。形は、不定形で深さは015勅程である。覆土中に鋳型細粒片を含む

3つのピソトに切られている。北西隅で切るビットは、直径46C節、深さ40仇を測り、覆土中に

は10C催大の石が立てられているようで、鋳型片が出土した。南東隅を切るものは、直径30C雛、

深さ25∽を測る。SK61の底とほは同レベルで、20C昭大の扁平な石が置かれていた。

S K　6　4

SK4の南に位置する。長軸150仇、短軸0　90催、深さ020肌の隅丸長方形を呈し、長軸

は、N－57？－Eを示す。SK4を切っている。

S K　6　6

SK64の東に隣接する。長軸1327孤、短軸094桝、深さ0　30酌の隅丸長方形を呈する。

長軸は、N－710－Eを呈する。覆土は、黄土色砂質土の黒黄色土が湿ったものである。この中か

らは、鋳型の破片が出土している。覆土上面には、15～25m程の大きさの川原石が10数個あ

る集石が検出されており、中には20×15どれ程の大きな炉壁の一部と思われるものも含まれ、又

焼けた石も入っており、鍛治遺構の可能性がある。

S K　6　9

SK9の両壁を切る。長軸190鵜、短軸110m、深さ040仇の隅丸長方形を呈する。長軸

は、N－220－Wを示す。ほぼ垂直に掘り込まれ、底部は平坦である。覆土は黒褐色土に黄色士が

まだらに混じる。尚、SK69が切る北端の凹地から鋳型片の固まりが出土している。

SXI

SK55の南に位置する。長軸192酢、短軸148仲も、深さ030勅の隅丸長方形を呈し、長

軸N－650－Eを示す。最も大きなものといえる。北側部分は、底がほほ同じレベルの土蛇に切ら

れ、（これもSXlとすべきか）南西隅はSK18、南東隅は扁平な石の入ったピソトを切ってい

る。ほほ垂直に頼り込まれ、底部は平坦である。覆土は、黒褐色土中に、黄色土が斑点状に入って

おり、鋳型細粒片を含む。北西隅の覆土上方は、暗赤褐色の粘土状の固まりが検出されている。

覆土中からは、鉄揮、鋳型片、陶器片等の多数の遺物が出土している。又、南東隅近くの底には

直径26（胤程の扁平な石が置かれており、そのやや上からすり鉢の底が出土している。性格は断定

できないが、廃棄場的な面もうかがえる。

5．ピット（挿図－5）

今回の調査区城から、特に南区からおびただしい数のピットが検出された。大小含めて総計243

ヶ所である。恐らく、形状からみて掘立柱建物の柱穴が、かなり多く占めると思われるが一部に集

中したり、土拡等と重なっており、切り合ったりしていて、規則性を見出すのが困難であるため、

建物跡としては扱わなかった。これらの覆土は、土拡と同じく黒褐色、又は茶褐色士に茶色土がそ
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れぞれに混ったもので、その混じり具合は、ピットにより異なる。覆土には、鋳型細粒片、木炭が

含まれているものもあり、又出土遺物も、他の遺構と同時期のものと思われるため、鋳物師が生活

していた時期のものがかなりの割合を占めるであろう。

今回の調査から検出されたピットには、次の3つのタイプがあることがわかった。

（1）単に素掘りのもの（底は、浅いものは平坦、深いものは丸みを持つ）

（2）底に石を持つもの（浅いものもあるP74）

（3）底面の中に更に掘り込みがあるもの

これらのピノトの大きさは、平均して直径30～40C舵程度であるが、深さは様々である。中に

は直径60～70C仇、深さが60～80r帆、1軌というような巨大なものもある。P192、P1

91、P24、SK8北側のピットなとがあげられる。SK8北側のピットは、底に30C軌大のつ

けもの石のような石が置かれている。これらの用途は、不明である。この部類のものは、何らかの

貯蔵用とも考えられる。

（2）に属するものは、45ヶ所あり、全体の19％を占める。掘立柱建物にも、しっかりした土台

石を入れ、基礎を固めて柱を建てる建築方法が、ある程度進んでいたことになる。市内では、岡田
（註1）　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（註2）

将監屋敷跡から、同様な柱穴が検出されている。又、時代はさかのぼるが、富加町半布里遺跡から

も検出されている。

伯）に属するものは、P68、P177がある。この凹みの直径は、12C柄程で、深さは10（恥程で

柱穴として考えれば、ちょうと柱の先の部分が当ることになる。又、柱の太さに関連して、SK5

1の覆土には、柱の部分だけ土質が異なり、その痕跡が明瞭に残っていた。（図版7－4）

これらから推定すると、柱の直径は24m程になる（尚、Pl tの直径は42仇である）。

この他、P175中から、大きな鋳型の一部がまとまって検出されている。覆土は、集石2と同

じで、鋳型細粒片も含む。その他、鉄樺も出土している。これなとは、鍛治遺構の一部とも考えら

れる。こういう例もあるため、検出されたピットの中に、P175と同様な鍛治遺構としての性格

もあると考えられる。

（註1）昭和60年、可児市教育委員会が発掘調査した。

（註2）富加町教育委員会　『半布里遺跡』1986年

」塩』LJ
挿図－6　ピット様式図
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遺構番号 �+x�����"��%ｨ�����"�深　　さ 佝������B�覆土含有物 偬�7��)Z��備　　　　　考 

M　7 �4ｶﾂ� � ��ﾂ�ー 乘�� ��

SKZ ���CC"����#��0．4 ���侶）㊦ �3��｢�⑦ 

SK3 �����C���0．25 �+r�④　◎ ��－ 

SK4 ���CX�ｸ�｢����C���0．18 �+r�匂） ��2� 

N　T �4ｳX�ﾃ��－ 凵[ ���C�R�長 ��ﾂ� ��ﾂ�

SK5－2 ���C#b����Cモ�0．17 �+r�－ ���－ 

SK6 ��30 ���Cs��0．04 �+r�－ ��－ 

SKT ��88 ���C���0．20 �+r�④ �9��㊦ 

0　7 �4ｳ�� 田��0．82 ���C#R�長 ��⑳ �R�

SKg ��76 ���C���0．29 �+r�6） ��韮�⑥日学状皿のような固 

SKlO ���CC�����Cs��0．15 �+r�6） ��一 

SKll ��ﾂ����Cs��0．04 �+r�－ ��ﾂ�－ 

SK12 �����C3��｢����C��� �+r�－ ��ﾂ�－ 

SK13 ���10 ���Cs�� �+r�6）㊧ ��韮�－ 

SK14 ��20 ���Ccb�0．20 �+r� ��u8t2� 

SK15 ��46 ���Cc"�0．06 兩ｲ� ��－ 

SK16 ��30 ���Cc"�0．07 �+r� ��－ 

SK17 ��92 ��0．08 �+r�－ ��㊦ 

0　8 �4ｳ��� 鉄"�0．86 ���C�R�長 �｢�¢） �r�

Q　8 �4ｶﾆr�1．34 �1110 ���CsR�不 ��ﾂ�ー �r�

P　　9 �4ｳ#��0．98 �0156 ���C3��長 ��（診㊦⑳匂） ��

Slく22 ��40 ���Cs"�0．10 儻2� ��－ 

SK23 ��42 ���C#��0．20 �+r�叶 �hu2�－ 

SK24 ��26 ���C�B�0・14 �+r�－ ���◎ 

P10 �4ｳ#R� ��C#��0．64 ���C�B�長 ��ﾂ� ��ﾂ�

N9　09 �4ｳ#h�ﾃ�� ��"�0．90 ���C���長 �?X�｢�《）（D ��ﾒ�

SK26－2 ��44 ���C#��0．31 ��� �9{X�｢�⑳ 

N9　10 �5�#r� 田B�0．42 ���C�R�円 �� ��

N10 �6ﾈ*ﾓ#�� 塔��0．92 ���C���長 �｢� ��ﾂ�

NlOMlO �4ｳ#��1．80 �0．90 ���CC��長 ��ﾂ�⑳（D ��

MlO �4ｳ3��1．50 �0．94 ���C���長 �?X�ｨu2� �b�

Q　8 �4ｳ3��1．70 �0．84 ���C�b�長 塗�｢� 仗��

SK32 ���C釘����C���0．09 兩ｲ� �8t��◎ 

SK33 ���C#"����CSB�0．08 �+r�喀） ��㊦ 

SK34 ���Csb����C���0．48 �+r�け ��ﾂ�◎ 

SK35 ���3������CSb�0．12 �+r�一 ��u2�－ 

SK36 �����C���0．26 ���け ��ｲ�－ 

Q　9 �4ｳ3r�0．86 �0．30 ���C�"�長 ��ﾂ� ��ﾒ�

QlO �4ｳ3�� �#��1．20 ���3#��長 傅ﾂ�⑳⑳ �2�

SK39 ��66 ��0．40 儻8��+r� �� 

M　8 �4ｳC�� �0．50 ���C�"�長 ��ﾂ�㊦ ��ﾂ�

M8　N8 �4ｳC��1．56 �1．30 ���C3R�長 ��㊦（D ���

P　B �4�*ﾓC2�1．40 �0，84 ���C#��円 �*��㊧㊦⑳（p④ ��ﾒ�

SK44 ��20 ���C唐�0．17 儻8��冷� �8u8xx�韮�⑥ 

SK45 ��80 ���Cc��0．15 �+r�窃） ����ｨu8�韮� 

N　7 �4ｳCr� 塔��0．42 ���C#B�長 ��－ �2�

SK48 ��98 ���CcB�0．22 �+r�6） 几X�ｨu8tﾈ�韮�－ 

M　8 �4ｳS�� �3��0．70 ���C���不 ��ﾂ� ��ﾒ�

表－1　土砿一覧表　日）
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遺構番号 �+x�����"�短　　軸 剞[　　さ 佝������B�覆土含有物 偬�7�)Z��備　　　　考 

0　8 �4ｳS"� ��ﾂ����C�r�不 �｢�⑳ �r�

0　g �4ｳS2�0176 ���Csb����C#r�円 ��－ ��

0　8 �4ｳSB�0．62 ���CSB���円 ��ﾂ�⑳ ��

SK55 ���Cs��1，10 �0．70 �+r�6） �2�－ 

SK56 ���Cs��0．48 �0，40 ���④ 塗�｢�－ 

P　　9 �4ｳ���1．80 ���C3b����C�r�長 �� ��ﾂ�

0　8 �4ｳc��0．98 ���C������C�R�不 塗�｢�－ �2�

M　6 �4ｳc"�1．08 ��ﾂ����C3��長 ��ｲ� ��

SK63 ���C3��1．12 �0．15 �+r�ー ��㊤ 

SK64 ���CS�� 涛��0．20 �+r� �｢� 

SK65 ���Ccb� 鉄��0．25 兩ｲ�ー �� 

N　　6 �4ｳcb�1．32 ��94 ���C3��長 ��ｲ�け �r�

M6　N6 �4ｳcx����0，82 ��30 ���C�r�長 ��－ ��

SK67－2 ���C�"� 塔"�0．17 儻2� �� 

0　6 �4ｳc��0．44 ��40 ���C#b�方 ��ﾂ�喀） �R�

07　6 �4ｳc��1．90 ��10 ���CC��長 ��ﾂ�④ ��

0　6 �4ｳs��1．92 ��40 ���C�r�長 ��ー ��

SK71 �� 田��0．28 �+r� ��⑥ 

SK73 �� 鉄"�0．16 �+r�－ ��ﾂ� 

P　　7 �6ﾈ*ﾓsB�1．76 ��100 ����R�不 ��（D �2�

SK75 ���CS��－ �0．21 �+r� ��ﾂ� 

P　　7 �4ｳsb�1．34 ���C�"����C���長 ��ﾂ� ��ﾂ�

P7　8 �4ｳsr� ��06 ���C���長 ��ﾂ�⑬6〉（D �2�

SK78 ���Cィ� ��CS��0．13 �+r� ��ﾂ� 

O　S �5��1．92 ��48 ���C3��長 ���㊦㊦①㊥ ��ﾒ�

（凡　例）

形態　　　　　　　　　　　　　　　　　覆土含有物

長一　隅丸長方形　　　　　　　　　　　イ　ー　鋳型細粒片

円　一　括円形　　　　　　　　　　　　　　モ　ー　木炭

方　一　隅丸方形

不　一　不定形

出土遺物

カ　ー　鉄棒

イ　ー　鋳型片

ト　ー　陶器類

ヤ　ー　山茶椀

ジ　ー　磁器類

セ　一　石器類

ド　ー　土器類

テ　ー　鉄器類

銭　一　銭貸頸

育　一　青桐器類

備考

7　－　赤褐色のかたまり

P　一　中にビット

長軸、短軸、深さ

単位は刑

（）の数字は推定

表－2　土砿一覧表（2）
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Ⅶ　遺　物

今回の調査で出土した遺物は、縄文土器片、石器類、山茶椀片、土師質土器片、陶磁器片、銭貨

額と大量の鉄浮、鋳型片である。遺構からの出土は少なく、大半が①②層の包含層からの出土であ

る0種類は多いが実測に耐えうるものは少ない。以下実測可能なものを、遺構出土遺物と、包含層

出土遺物に分けて述べることとする。尚、実測不可能のものでも、特徴的なものは記述する。又、

鉄棒、鋳型については、一括して記述する。

1．遺構出土遺物

●SDl出土遺物　SDlの底部及び覆土中より山茶椀、すり鉢、天目茶椀、皿なとの陶器片、青

磁、石斧等が出土している。

（1）山茶碗（挿図10－1）

推定直径102C仇の椀である。口縁部のみのため、形態は不明である。内外面とも、ロクロ調整

が施される。色調は黄白色を呈する。14世紀後半のものと思われる。

（2）陶器類（挿図10－4～19、11－2・3、図版8¶1～9、12－1）

lニ111

0すり鉢　口綾部の形態により、次の3タイプに分類できる。

1顆一口縁端部に縁帯を形成するタイプ

汀類一口縁端部が折り返され、丸く収まるタイプ

Ⅲ類一口縁内部に突起を有するタイプ

4個体分程確認したが、粕は全てサビ粕である。

（2）は、ほぼ完形のもので、推定口径312仇、器高108m、底径110C桝を測る。片口のすり

鉢で、ロ縁部形態はⅠ類に属し、折り返しは休部に対してほぼ垂直であるが、休部とほぼ平行に縁

帯も有する0口縁端部は内師こ突起状につまみ出された状態で、下部にケズリ調整により段を有す

るD休部はほぼ逆「ハ」字状に開くが、口縁部付近でやや外反する。この部分の内側は、やや凹む。

内面の櫛目は幅16C加で、9本を1つの単体としたもので推定で15・16万に施されており、と

の楯目も休部中央から下方へ重ねて施文される。底部まで施文されるものは、計4本であり、ちょ

うと「十」字状になっている。粕はつけがけにより施和される。

（3囲、推定口径354C恥で、口縁部形態は皿類に属する。形態は逆「ハ」字状に開き、ロ縁端部

で外反し丸く収まる0内側の突起は鈍いが、断面では明瞭な陸を持つ。この突起の下幅15。概は、

わずかに凹んでいる。櫛目は幅27仇で、10本で1単位となる。内外面ともロクロナチ調整され

ロクロ目が顕著に残る。

（4）は推定口径302C椛で、口縁部形態はⅠ類に属する。

○天目茶碗　いずれも大窯Ⅳ期、16世紀中葉頃のものと思われ又、全て鉄粕のものであり、4

個体分出土した。

（5）は推定口径118（初、器高66〔耽、高台径40mを測る。高台は、ほぼ垂直に立ち上がる。

ケズリ出し輪高台で、内面はそれほとケズられていない。器形は高台からほぼ逆「ハ」字状に開き
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休部上方でやや丸味をもち、わずかにくびれて外皮する。内面は滑らかであるが、外面は休部下部

で粕による凹凸がある。下部はサビ軸が化粧がけされるが、ケズリ調整痕がみられる0内面はかな

り使用されたようで、底は粕がはげている。胎土は緻密、色調は茶褐色を呈する0

（6）は推定口径117仇を測る。器形は丸味を持ちながら立ち上がり、口縁部で内側にくびれて列

反する。焼成不良で発色は悪い。下部は無粕で粗いケズリ調整痕が残る。高台部分との境はケズリ

調整により平坦面を持つ。粕の厚さは約1潤であるD

（7）は推定口径13＿1脚を測る。休部は丸みを帯びた後、ほぼ垂直に少し立ち上がり、わずかにく

びれ直ぐ外皮する。このくびれ部には軸がたまる。胎土は緻密、色調は黒褐色を呈する0

（8）は高台径40。関のケズリ出し輪高台を持つ。高台内面は、それほどケズリ出されていない。高

台はやや開き気味に立ち上がり、休部へ続く高台及び休下部は、サビ榔こより化粧がけされ、天日

勅が上部よりたれ流れている。

（6）は18世紀前葉、その他は大窯Ⅰ期、16世紀初頭のものと思われるD

Oその他碗類

（錮ま推定口径72C仇、器高48亡配、高台径38C枕を測る小椀である。粕は剥離してはとんとない

が、口縁端部にわずかに残り、クリーム色を呈する。高台はケズリ出し輪高台であるD体下部及び

高台内外面は粗いケズリ調整痕が残り、体上部もケズリ調整のまま施粕しているようであるD休部

内面はロクロナデ調整される。休部は丸みを持って立ち上がり、そのまま収まる0

（10）は推定口径84伽、器高44C桝、高台径22mを測る′ト椀である。高台はケズリ出し高台で内

外面及び休部との境部分はナチ調整される。体下郡は、ケズリ調整痕が残る0器形は、腰部はどっ

しりとしており、ほぼ直線的に立ち上がる。粕は黄色をした透明軸である0

0皿類

（11）は鉄粕の稜皿で、推定口径103（Ⅶ、器高22C肌、高台径64mを測る0器形は逆「ハ」字状

に開き、口縁端部付近で外反し丸く収まる。高台は内面のみケズリ出している。大窯Ⅰ期、16世

紀前葉と思われる。

（12）は菊皿で、推定口径140C餌、器高39C催、高台径80mを測る。高台はケズリ出しによるも

ので、外面はほぼ垂直であるが、内面は「ハ」字状に開きふんばりがある0内外面ともロタロナデ

調整を施す。休部は内外面とも型抜きにより施文されているが、ロ縁端部は手で整形されたものと

思われる。体部下半は、ケズリの後、ロクロナデ調整される。17世紀後半のものと患われる0

0空類

（1馴ま推定底径124mを測る。体下部はケズ1」調整される。内面には、鉄紬が施される0

（1肌馴まサビ粕の轟で、それぞれ推定底径124C削、166cmを測る。（1射ま底部及び体最下部には

糸切り痕が残る。底部及び休部の外面は、粕がふき取られている。（15）の底部及び体下部には、粗い

ケズリ痕が残る。ロクロ回転は、右廻りである。

（1桝ま推定口径276刑を測る。かなり大型の嚢で、鉄粕が施される0

0壷類

（16脚推定口径116〔潤を測る。サビ粕が、内外面とも施される。口縁部は、体郡上半から「ハ」
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字状に立ち上がり、端部近くで外反し丸く収まる。端部は上面に、平坦面を持っ。

○その他

u9）は推定口径130C桝を測り、粕は御深井軸であり、内面はロ縁端部から下10C椚程まで施され

る0休部はほぼ直立しているが、ロ縁部近くでわずかに丸味を帯びる。内面も、この部分でやや内

湾する。口縁端部は、内傾する平坦面を持ち、断面は肥厚している。外面にはすり絵による葉の文

様が施されている。内面には、ロクロ成形時のコテ痕が残る。色調は、淡いクリーム色を呈する。

17世紀後葉のものと思われる。

（3）青磁（挿図10－8、図版18－1）

（脚は推定高台径約50Cかを測る碗である。高台はケズリ出しであり、内面はレンズ状にふくれて

いる0底部は厚く、16C耶ある。又、断面をみると、底部外面から05C催中程までは淡い赤味を帯

びており、焼成は甘いようである。紬は高台内面まで施紬されていたようである。粕の厚さは1郡

程である。中国青磁である。他の出土遺物からみて、16世紀前半のものと思われる。

（4）その他（挿図10－20、図版8－10）

冊は打製石斧で、現存長123（視、最大幅59（罰、厚さ12仇を測る。石材は粘板岩である。こ

の他・鉄粕の嚢、サビ粕のすり鉢、灰袖の（四耳）東などの陶器片がある。15～18世紀前葉の
（註2）

ものが出土している。

・SD2出土遺物、覆土中及び底部より、弥生土器、天目茶碗、褒類、水注などの陶器、土師質土

器、釘なとが出土した。
（註3）

川　弥生土器（挿図11－21、図版9－1）

弥生時代中期の貝田町式土器の底部である。推定の底径は102∽を測る。外面は底面との境ま

で、丁寧な条痕が施されており、内面も丁寧にナチ調整される。底面は非常に薄く、最も薄い部分

では3m程しかない。胎土には1況机程度の砂粒が多く入る。

（2）陶器類

○碗類（挿図11－22、図版9－2）

鋤は推定口径94C加、器高43C椛、高台径38mを測る天目茶碗である。高台はケズリ出し輪高

台で、内外面ともケズリ調整痕が残る。高台下半は面放され陸を持つ。休部との境は、ロクロナデ

調整される0休部は、逆「ハ」字状に立ち上がり、中央やや上で丸味を持って内湾し、「く」字状

に屈曲するように外反する。17世紀第2四半期のものと思われる。

○水注、水桶（挿図11－23・24、図版9－3・4）

脚は水注で、推定底部径95C枕、現存高146∽を測る。口綾部及び注ぎ口は、欠損している。

肩部に注口貼付部分が残る。耳はつかないと思われる。底部から丸味を持って立ち上がり、ほぼ胴

部中央で最大径（約17と漑）に達し、注ぎ口の高さあたりから、急に丸味が強くなる。胴部中央と

その約1m上に1条の、又、注ぎ口とその上約25C潤のところに2条の洗練が入る。底部外面には

糸切り痕が残り、回転方向は右廻りである。体部下部は箆ケズリ調整され、内面はナデ調整される。

ロクロ目が残る。軸は灰粕で、外面のみの刷毛がけである。尚、底部の一部は、SDlの底より出

土している。古瀬戸系の陶器で、15世紀初頭から前葉のものと思われる。
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別はサビ粕の水滴である。口径27C肌、器高32ぐめ、底部径3．8C爪を測る。軸は、口縁立ち上が

り部内面、及び外面胴部中央下まで刷毛がけされる。外反した後すぐ丸まり、肩部で平坦になり、

やや凹んで短く外反する。扁平な器形を呈する。注ロは小さくつまみ出された突起物の後ろに、直

径05淵の穴が焼成前に外面から穿孔される。底部内面中央部は、箆ケズリにより凹んでいる。外

面はロクロナデ調整される。脚と、ほぼ同様の時期である。

○その他（挿図11－25～27、図版9－5）

脚は灰粕の碗で、推定口径46mを測る。

価）はロ綾部のみで、器形は不明である。

併）は推定口径122伽を測る。御深井粕の小皿である。

これらは17世紀後葉のものと考えられる。この他すり鉢、天目茶碗を始め、器種、器形不明の

陶片が多数、土師質土器、釘なとが出土している。出土遺物は、15世紀前葉～17世紀後葉まで

のものである。

・SD3出土遺物　覆土中より、山茶碗、陶器、土師質土器等の破片が出土している。

（1）陶器類（挿図12－28～32、図版9－6、12－2）

○すり鉢（28）

推定口径286C縦を測る。サビ粕のすり鉢で、口綾部の形態はⅦ掛こ屑する　大窯Ⅰ期に属する

ものである。

○皿類

闇）は推定口径112C脛を測る高台付の皿と思われる。器形は高台から暖やかに逆「ハ」字状に開

き、その後鋭く屈曲し、外反しながら立ち上がり、ロ縁端部ではやや肥厚する。和は淡黄緑色を呈

する灰粕で、内面全面と、外面屈曲上部に刷毛がけにより施粕される。体部下半は箆ケズリの後、

ロクロナデ調整される。

即）は推定口径146mを測る。器形は若干丸味を帯びて立ち上がり、口縁部やや下でわずかに内

湾して列反する。体下部は、一部施赦されない。外面は箆ケズリの後、ロクロナデ調整される0

両者とも17世紀後葉のものと思われる。

○垂類

（31）は推定口径276cmを測る大型の藍である。茶灰色を呈する鉄粕が施粕されている。口縁部形

態は外反して立ち上がってきた休部が「く」字に内屈して端部に達する。端部は内面に凹んだ面を

持つ。この他にも同一個体が一点ある。

闇は推定底部径140mを測る。底部及び休部外面は、箆ケズリの後、ロクロナデ調整されてい

る。軸は鉄軸で、内面と体下部まで施紬され、休部下端では、流れたものがかたまっている0

脚は暗緑色を呈する灰粕の聾で、断片的な出土で正確な大きさは不明であるが、特大のものと思

われる。チョウチョ状の耳のすぐ上に、不規則な沈緑が施される。同様なものが、SDlからも出

土しており、恐らく同一個体と思われる。

この3点は15世紀代のものと思われる。

（2）土師質土器（挿図12－34・35、図版1212）
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伽）は推定口径182C枕を測る杯である。底部で丸みを持っと思われるが、休部は逆「ハ」字状に

直線に開き、口綾部近くで若干外反する。内面は休部中央でやや肥厚して外反する。内外面ともナ

デ調整されるが、外面下部は凹凸がある。

脚は推定口径88C恥の小皿である。内外面ともナデ調整される。断面中央は、淡黒灰色を呈して

いる。色調は黄白色を呈する。

両者とも、いわゆる「かわらけ」と呼ばれるものであろう。他の出土遺物と考え合わせて、15

世紀頃のものと思われる。

この他にも、山茶椀の椀、すり鉢、藍等が出土している。15世紀から17世紀後葉までの遺物

が出土している。

・石組1出土遺物

（1）石器類（挿図12－36、図版8－10）

現存長97（胸、幅40C恥、厚さ0500を測る打製石斧である。石材は、粘板岩である。

（2）陶器類（挿図12－37～41、43・44、図版13－1）

○碗類

侍7帽推定口径96伽を測る。黄色を呈した灰粕のかかる小碗で、外面は箆ケズリの後口クロナチ

調整され、内面もロクロナデ調整される。高台との境は無粕である。器高は低いと思われる。

鋤は推定口径98仇の堺であり、粕は灰粕である。

姐は内面下部は紬がふき取られている。17世紀後半頃のものと思われる。

○皿類

（卿は折縁皿で、推定口径144mを測る。高台は端部に平坦面を持っが、ほぼ三角形を呈する。

休部は箆ケズリにより稜を持ち、口縁部で外反し、端部はつまみ出しである。内面には文様が施さ

れる。高台及び休部外面は、箆ケズリの後口クロナテ調整されるが、やや粗雑である。

胸は推定口径14800を測る皿で、高台がつくと思われる。外面は箆ケズリの後、ロクロナデ調

整される。体下部は無紬である。底部近くは丸味を若干持ち、休部中央から逆「ハ」字状に立ち上

がり、口縁端部内面はやや外反する。17世紀後半のものと考えられる。

○その他の陶器類

（瓢は推定底部径56C概で、無高台の鉄軸のかかった油壷である。底部及び休部外面は、ロクロナ

デ調整される。体下部は無粕である。17世紀半ばのものと思われる。

（劇は推定高台径68（初を測り、簡形、筒状のものになると思われる。粕は灰紬で、休部外面及び

高台中央部に施紬される。高台はケズリ出しで、幅が17C枕の平坦面を持ち、器形は底部から休部

へ鋭く屈曲し、ほぼ垂直に立ち上がる。内外面とも箆ケズリの後、丁寧なロクロナデ調整を行う。

19世紀代のものと思われる。

○すり鉢

推定口径258伽を測る鉄粕のすり鉢で、ロ綾部形態はⅢ類に属する。幅30m、11本を1つ

の単体とした欄状のもので、休部から底部へ向けて施文されている。17世紀後半頃のものと思わ

れる。
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その他、凍、すり鉢等の陶片、山茶椀、土師土器片なとが出土している。一部擾乱により15世

紀代のものも入るが、17世紀半ば～後半のものと思われる。

・集石1出土遺物

川　山茶椀類（挿図12－45～47、図版1312）

脚は推定口径108用を削る椀で、口縁部端部外面はつばのように引き出される。休部は丸味を

帯びている。

（46）は推定口径11000を測る椀で、口縁端部は丸味を持って屈曲する。内面にはロクロ痕が残る。

（47）は推定口径128∽を測る椀で、口縁端部はやや外反するが、器厚はかなり商い。

脚は脇之島3号窯式期、15世紀前葉、胸は生田2号窯式期で、15世紀中葉のものと思われる。

（2）陶器類（挿図13－48～49－2、図版917、13－2）

（48）は推定高台径56（初の鉄粕がかかった天目茶碗である。高台はケズリ出し輪高台で、高台及び

体下部はサビ粕が化粧がけされている。

（49－1）は推定底部径84C脛のすり鉢で、サビ粕が総がけされる。底部には、糸切り痕が残る。

櫛目は幅23C仇、14本を1つの単位として体上部から底部へ向かって施文される。

也9－2）は壷で、粕は鉄粕である。肩部は張りを持ち、口縁端部近くに箆状工具により条緑を持

ち、外へ折り返された格好になる。推定口径108C〝王を測る。内面側の紬は、肩部までかけられて

いノ∴．

（4郎ま大窯期、也9－1）は同Ⅲ期のもので、（49－2）は19世紀代のものと思われる。

（3）その他

陶丸（挿図13－50、図版13－2）が一点出土している。直径約24C仇の球体である。

この他、サビ粕の窺、すり鉢、灰粕の椀等の陶片、土師質土器の詳細は不明である。

総じて、15～16世紀後半頃のものと思われる。

・集石2出土遺物

日）山茶碗類（挿図13一一51～55、図版918、10－3）

（51）は推定口径94（阻、底径39（鼎、器高30雄を測る椀である。底部外面には、右廻りの糸切り

痕が残り平坦である。休部は丸味を持ち、口縁端部は内外面とも内湾する。内面には箆状工具等に

より、4本の条線が入る。胎土は緻密で、色調は黄白色を呈する。

（盟は推定口径84C肝、推定底径36伽を測る。61）と同様に内面に条練を持つ。器形は直線的に開

くと思われる。色調は淡黄褐色である。

個は推定口径98C机、推定底径44C催、器高20雄を測る椀で、休部はやや丸味を持ちロ縁端部

はやや肥厚して内湾する。内面には成形時のロクロ痕が残る。底部内面に自然袖がかかる。

（弛（弧は小破片であるが、闇とほぼ同様な形態と思われる。脇之島3号～生田2号窯式親、15世

紀前葉～中葉のものと思われる。

（2）陶器類（挿図13－56～61、図版14－1）

鰍は天目茶碗である。鯛は推定口径110伽を測る。紬調、胎土から（咽と同一形態と患われる。

体郡上半はやや丸味を持つが、ほぼ垂直に立ち上がり、ロ縁端部下で条線が入ってくびれて外反す
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る。

即は、推定口径122雄を測る。口綾部近くで緩やかに内湾した後わずかに外反し丸く収まる。

閲は祭祀具の一種で椀状の部分であり、推定口径102mを測る。器形は丸味を持つが、あまり

開かずに立ち上がるようで器高は低いと思われる。黒褐色の鉄紬が施される。15世紀代のものと

思われる。

ほ釧弧はサビ粕が施和されたすり鉢である。即）は推定口径300mを測る。口縁部形態はⅥ類に属

し、器形は体郡上半で外反しながら口縁部へ続く。（鋤は推定底径86用を測り、底部及び体下部外

面には糸切り痕が若干残る。ロクロは、左廻りである。櫛目は幅27C肌で10本を1単位としてお

り若干粗い。

（61）は鉄粕の稜皿で、推定底径62C舵を測る。

矧6鋸ま大窯Ⅰ～1期、その他は大窯Ⅰ期で、ほぼ16世紀前半のものと思われる。

○土師質土器（挿図13－62、図版14－1）

推定口径74C級の小皿で、手つくね状のものである。口縁端部にこげたような跡があるため、燈

明皿の可能性がある。15世紀後半～16世紀前半のものと思われる。

この他いわゆる鉄粕の壷、鉄軸の嚢、すり鉢の他、碗、皿類なとの陶片、土師質土器、山茶

他、近世の磁器も出土している。陶片は小破片ばかりで、器形なとは把握できないが、灰粕のもの

が多い。撹乱により一部新しいものも入るが、15世紀～16世紀前半までのものが中心に出土し

ている。

・その他の遺構出土逼物

日）山茶椀類（挿図14－63～69、図版14－2）

（関ト（67は椀であり、休部は丸味を帯びており、口縁端部付近でやや内湾する。脚は特に内湾する。

内面は指ナデ調整により起伏が残っているが、（即は、ロクロナデ調整により、起伏がとれている。

闘～（6射ま、ロ縁端部が面取りされている。（6mま焼成の．娼係か口縁端部外面が変色している。推定口

径は個から順に、96、104、112、120、118C私である。（68）もほぼ同様な形態を呈する

が、やや開き気味である。底部外面には、右廻りの糸切り痕を残す。内外面ともロクロナデ調整を

行うが、外面下半は成形時の痕跡がある。推定底部径50C前を測る。脚もロ縁端部が折り返されて

内面がつまみ出されている。推定口径は108C潤である。

掛は大窯製品で16世紀に入るが、その他は脇之島3号窯式期、15世紀前葉～半ばのものと思

われる。

（2）陶器類（挿図14－70～73、75～81、84・85、15－82・83、図版10－2、15－1・2）

mト閥は天目茶碗である。黒褐色の鉄粕が施軸される。閥は推定口径9000と小型である。丸味

を帯びて立ち上がり、屈曲して外反する。内面の湾曲は大きい。体下部は箆ケズリされ、サビ粕が

化粧がけされる。㈹）は屈曲が緩やかで、その幅は長く、わずかに外反する。体下部は餞ケズリ調整

され、鉄粕が化粧がけされる。推定口径120C鵜である。仰）闇とも高台はケズリ出し輪高台と思わ

れる。椚）は、体部下半はほぼ直線的に外傾し、体郡上半で丸味を持ち、屈曲せずにロ縁端部のみ外

反する。推定口径126C肌を測る。
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闇は大窯Ⅰ期、別）け1）は大窯Ⅰ期のものと思われる。
（註4）
関は推定口径116C配の無高台の皿で、口縁端部内外面には鉄和が海蝕される。底部外面には

右廻りの糸切り痕が残り、墨書で「三」と書かれている。休部外面はロクロナデ調整、内面は箆

ケズリの後、丁寧なロクロナチ調整される。休部外面は丸味を持っが、内面は底部と休部の境が

明瞭で、直線的に立ちのぼる。底部内営中央は、凹んで薄くなる。時期は大窯1期、16世紀初

頭のものと思われる。

個は灰粕の椀である。推定口径98用を測る。薄い暗緑色を呈する。江戸時代のものと思われる0

（制は皿で、休部は少し上方に伸びた後、大きく外反する。推定口径136用を測る。大窯l期の

ものと思われる。

冊は推定口径108C潤の仏花瓶の口綾部で、口縁端部は鋭く面取りさしれる。内外面ともロクロナ

デ調整され、鉄粕が施粕される。17世紀後半のものと思われる。

打掛～脚は、サビ粕のすり鉢である。憫帽推定底径86‘刑を測り、器形は逆「ハ」字状に開き、口

綾部近くでやや外反する。内面の櫛目の上部に、幅の狭い凹みがある。櫛目は幅13C催、7本を1

単位とする。底部は全面に櫛目が施される。全体にやや薄手である。閏）は推定底径100潮を測り

け8は比べると調整は粗雑で厚みがある。内面の底部と休部の境は湾曲している。櫛日も1単位が幅

広で粗い。底部内面には、使用痕がある。伽）は口緑部のみでⅦ類に属する。突起はあまり鋭角では

なく、丸味を帯びる。推定口径184伽とやや小さい。

伽）は大窯Ⅰ、Ⅱ期、（相関）は大窯¶、Ⅲ期と、やや新しいものである。

（81）は推定口径13．0mを測る鉄粕の茶壷である。口綾部は肥厚して「く」字に屈曲する。丁寧な

ロクロナチ調整により、角が取られている。休部はあまり張りを持たない。大窯1、Ⅵ斯頃のもの

と思われる。

彫）は推定底径140mを測る鉄粕の壷に類する。施軸は体下部及び底部外面を除いて施される○

底部外面及び体下部は、箆ケズリされる。底部外面は更にロクロナデ調整される。外面の休部と底

部の境は鋭角であるが、内面は丸味を持つ。器形は丸味を持って立ち上がる。同じ高さで部分によ

り厚さが異なる。内面は成形時のロクロ痕が残る。底部内面には一部発色が悪く、緑色を呈する部

分がある。全体に調整は丁寧である。大窯1其臥場合によれば、もう少し古くなる可能性がある0

鶴）は簡形容器の一種である。粕は鉄粕で、暗緑色を呈する。粕は安定しており、泥が多く含まれ

るものと思われる。内外面とも体下部を除いて刷毛がけされる。体下部の無私部分は、箆ケズリの

後、ロクロナデ調整されるが　内面の底部付近は調整が粗雑である。体下部は丸味を持つが、その

後直立する。大窯1、Ⅰ期でも］期に属する可能性が高い。

（弧は鉄勒の壷で、推定口径246mを測る。ロ綾部は肥厚して「く」字状の突起を持つ。内面は

端部やや下に段を持ち、その間は凹んだ面になる。段の下もやや凹む。大窯］期のものと患われる0

（郡ま鉄粕の鉢で、推定口径110C舵を測る。口綾部は断面方形の突帯を持ち、端部は平坦面を有

する。

（3）磁器類（挿図14－74・86、図版15－1）

17射ま推定口径94C加を測り、休部上半は丸味を持ちながら直上方向に立ち上がる。体部下半はロ
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綾部と比べるとかなり厚い。

個は推定口径84仇を測る碗で、白粕がかかる。休部は丸味を帯び、ロ綾部やや下で稜を持ち、

その後直ぐ外反する。

（4）土師質土器類（挿図14－87・88、図版1511）

（87個は皿である0附は推定口径118C枕を測る。体下部から外反しながら立ち上がる。ロ縁部下

に箆状工具による沈線が入る。黄白色を呈する。側は推定口径100C刑を測る。15世紀後半頃の

ものと思われる。

以上の他、鉄粕の嚢、サビ粕のすり鉢、天目茶碗、灰粕系の碗、要等の陶片、近世の磁器、土師

質土器（外面にススの付着したものあり）、山茶碗や釘、石斧なとが出土している。

（5）銭貨類（表3、図版18－2）

SK38覆土上面より、合計119枚の中国銭が出土した。サビにより文字の読み取れないもの

が30枚あったが、その他は、文字の解読が可能であった。種類は28にのはり、最古のものは、

「開元通宝」で唐代、最新のものは「永楽通宝」で明代である。ほとんどがいわゆる宋銭で、11

世紀鋳造のものが主流である。最も多いものは「皇宋通宝」で、15枚を数える。「永楽通宝」の

初鋳造年が、1408年であることから、15世紀前半以降に使用されたものと思われる。

2．包含層出土遺物

包含層である①、㊥層から多量の遺物が出土している。時期的には若干新しいものも入るが、遺構

出土のものとあまり大差はないと思われる。

（1）山茶碗類（挿図16－89～104、図版16－1）

脚は無高台の椀で、推定口径130C閑、器高37潤を測る。底部と休部の境は丸味を持って立ち

上がり、逆「ハ」字状に開き、口縁端部でわずかに外反し、面取りされる。内外面ともロクロナデ

調整される。色調は灰色を呈する。

（切）～（103）も無高台の椀である。底部が小さく、休部は丸味を帯びており、ロ縁端部近くで内

湾するもの（90～95、102）としないもの（95～98、103）がある。器高が低いため、やや扁平な

器形を呈する0ロ縁端部は全て面取りされる。（102）は、端部が内面に折られている。休部内面は

成形時のロクロ痕が残っており、隆起部分はコテなとにより先がつぶれている。内外面ともロクロ

ナテ調整されており、丁寧なものは、ロクロ痕がうすれている（91、96、99）。（91）・（100）は、底部

内面が凹む0（100）は体下部に稜を持つ。口径は推定で82～126C仇とやや幅がある。（鋤）は、

推定口径98C枕、器高21雄を測る。（鉱）は、生田2号窯式期、それ以外は脇之島3号窯式期と

思われる。

（1肌）は、高台付の椀で、高台は底部端よりやや内側につけられ高台端部は両方から面取りさ

れ5角形を呈する0モミガラ痕が残る。高台の接着部は、内外面ともナデられている。休部は内外

面ともロクロナデ調整される。器形は、ほぼ逆「ハ」字状に立ち上がる。明和1号窯式期、14世

紀前葉のものと思われる。

（2）陶器類
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○椀類　（挿図15－105～114、116・117、161115、図版16－2、17－1）

天目茶碗（挿図15－105～110）

体部は丸味を持って立ち上がり、口縁部やや下で湾曲してくびれ、ロ縁付近で折れ、口縁端部で

外反するもの（105～108）と、湾曲は弱くそのまま立ち上がって口緑端部で外反するもの（109、

110）、湾曲するが、ロ緑端部では外反しないもの（111）がある。（105）は、推定口径118C酢

を測り、湾曲部は丸味を持ち滑らかに外反する。体下部はサビ粕が化粧がけされるが、休部にかけ

られている粕が流れている。（106）は、屈曲しているといったほうがよく、その後わずかに外反す

る。やや厚味を持つ。推定口径12　0仇。（109）は穏やかに丸味を持って立ち上がり、口縁端部で

外反する。体部下半は箆ケズリされ、その上にサビ粕が化粧がけされる。休部下端は、ケズリ込ま

れている。（110）は休部外面にロクロ痕が残る。紬は全て鉄粕であるカモ色調が異なり、黒色系と茶

色系の2種がある。（111）は、サビ粕が強い。（109）・（110）は大窯Ⅰ期、（105）・（107）は同爪期、

（106）・（108）・（111）は、同†期である。

○その他の碗　（挿図15－112～115）

（112）～（114）は丸疎である。休部はほぼ直立して立ち上がり、口緑端部は丸くおさまる。

（114）は灰軸で、他のものは鉄粕である。（115）は休部中央でくびれた後列反する器形を呈し、口

綾部内外面にはサビ粕が施和される。（116）は鉄粕が施されており、休部上半には劉犬工具により

平行の沈線が施される。（117）は／ト碗で「ぐいのみ」である。粕は灰粕である。

時期は、（115）は大窯1期、或いは古瀬戸系、（113）は大窯1期、（112）は大窯いⅧ期、（114）・

（117）は、江戸後期のものと思われる。

○皿類　（挿図16－118～129、図版17－1）

丸皿、折線皿、無高台皿、菊皿、ヒダ皿等、各種の皿が出土している。

丸皿（118）～（122）高台がわずかに削り込まれた休部には、箆ケズリ調整により陵を持って立ち

上がるもの（118～120）と、丸みをもって立ち上がるもの（121・122）がある。　高台は（120）以外

は端部に面を持ち、（120）は端部が断面三角形を呈する。（122）は高台が小さくケズリ出しが深い。

ロ縁端部は丸味を持っておさまるが、（121）は尖っている。鉄粕のもの（118）・（119）と、灰粕のもの

（121）・（122）があり、（120）は志野である。（118）はしっかりした稜を持つ。紬は高台端部及び底部

内外面の一部がふき取られている。推定口径10　8C舵、器高23仇を測る。（121）は丸味を持って

立ち上がり、口縁部付近は内湾気味である。休部下端と底部は、無粕である。推定口径12　6C桝を

測る。（118）・（119）は大窯Ⅱ、Ⅳ期、（120）は同Y期、（121）・（122）は1700年前後のものと思

われる。

折線皿（123～125）3点とも灰粕の折線皿である。（123）は推定口径98C舵を測り、休部内外面

には粕がかかる。休部は箆ケズリによりやや反っており、口緑部で外反し、端部は内面につまみ出

される。休部下端及び外皮直前に稜を持つ。（124）は推定口径10　2mを測る。休部は直線的に伸

びて外反し、口縁端部は丸まって内面に若干つまみ出される。内面は口縁部との境に薩を持つ。

（125）は休部からロ綾部にかけてくびれて外反する。口縁端部は面取りされる。休部は箆ケズリ調

整され稜を持つ。休部外面は無粕である。推定口径112用を測る。
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時期は、（124）は大窯Ⅲ・Ⅳ期、（125）は17世紀後半、（123）は1700年前後である。

無高台皿（126）推定口径74C郡、器高18C仇と小型である。底部平坦面ははとんとなく、休部

は丸味を持って立ち上がり、口縁端部は内湾気味である。内面には成形時のロクロ痕が残る。灰粕

は全面にかけられるが、底部平坦面はふき取られている。1800年前後、江戸後期のものと思わ

れる。

菊血、ヒダ皿（図版10－5）　（①）（①）は菊皿で、両者とも型抜きされ、口縁端部・状

工具で切り取られている。（①）はロ縁部下に榎を持つ。軸は志野である。休部外面は花弁の形

は呈さない。（①）は表裏とも、花弁の形を呈している。ロ綾部付近には、銅線粕がかけられる。

龍野古墳周辺から同様のものが出土しており、大平産と思われる。（③）は口稼部にヒダを持つ

いわゆるヒタ皿で、口綾部は外反しない。鉄粕である。時期は、志野のものは大窯Y期、織部は1

7世紀後半、ヒタ皿は大窯皿・Ⅳ期のものと思われる。

その他の皿（127～129）　3点とも、いわゆる杯というタイプで、底部は平坦で、休部外面は箆ケ

ズリ調整され、（128）は体部中央に稜を持っ。（127）は、推定口径76mを測る。内面は全面に鉄

軸がかかり、外面はふき取られている。（129）は、推定口径10　0C潤を測り、（128）同様、ロ綾部

内外面に鉄粕がかかる。内面は紬が流れたらしく、ふき取られている。

時期は（128）（129）は、15世紀代、（127）は1800年前後のものと思われる。

○壷類　（挿図16－130・131・143、図版10－7）

（130）（131）は、茶壷の類と思われる。（130）は肩はあまり張らず、援やかに立ち上がり、ロ綾

部は鋭く外反して立ち上がる。肩部付近は、箆ケズリ調整される。轍は灰粕系である。推定口径1

00刑を測る。（131）は肩部から緩やかに立ち上がり、口絵端部で短く直立し、端部は平坦面を持

つ。口縁端部の平坦面、及び口緑部内面は無知である。推定口径72雄を測る。（143）は鉄軸の壷

であり、推定底径94mを測る。高台は15m程内側に、わずかにケズリ込んで形成されている。

休部と底部の境はケズリ込まれており、休部はやや丸味を持つ。内面及び高台平坦面は、無和であ

る。

時期は（130）は江戸中期、（131）は大窯期16世紀代、（143）は江戸中期～後期のものと思われ

る。

○墓類　（挿図16－132～136、図版10－9）

（132）は鉄粕の蓋で、キノコの傘状の形態を呈する。天井部は凹んでおり、そこに紐状の取手を

つける。裏面は無紬で突起部は右廻りの糸切り痕を残すが、切り離しは粗雑である。（133）は灰粕

系のものでこれも傘状を呈するが、口縁端部は平坦面となり、かえりを持っ。天井部には紺色の粕で文様

が描かれる。推定口径62仇を測る。茶壷の蓋と思われる。両者とも粕は灰軸である。（136）は宝

珠状のつまみがつく。裏面には糸切り痕が残る。時期は（132）は15世紀代、（133）・（135）は17

世紀後半、（134）は江戸中期、（16）は江戸後期のものと思われる。

○すり鉢　（挿図16－137～141、17－142　図版10－8、17¶2）

（137）は口縁端部形態は甘類に属する。口縁部は折り返された後、ナデ調整により若干凹み、端

部は丸味を持つ。推定口径23　6C仇。（138）～（141）は口綾部形態1類に属する。（138）は推定
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口径310C仇を測る。ロ綾部は休部に密着せず、下方に張り出す。屈曲した面の中程には幅07C俳

の凹み面がある。口縁部内面に屈曲する。櫛目は幅35C彫、11本を1単位としてやや広く粗い0

又、櫛目は口緑部屈曲部から施される。休部は直線的に立ち上がる。（139）～（141）は緑帯が休部

と密着する。（141）は口縁部内面が内湾する。（142）は底部のみで、底部内面は全面に櫛目が施さ

れ、外面は休部と底部の暁が鋭角で明瞭である。両部とも箆ケズリの後、ロクロナテ調整され

る。

時期は、大窯Ⅷ・Ⅳ期、16世紀半ば～後半のものと思われる。

○その他の陶器類　（挿図17－144～148、図版11－2・3、17－2）

（144）はサビ糊の鉢類、推定口径308錘を測る。注口がつくと思われる。口縁端部はナチによ

りわずかに丸味を持つが断面三角形を呈しており、内側に屈曲する。休部は成形時の凹凸があり、

屈曲部から援やかに立ち上がるが、その後やや急になる。（145）・（146）は、黄色を呈する灰紬であ

る。（145）は片口で、休部は直線的に立ち上がるが、ロ緑部近くに慣07m程の凹みを持っ。口縁

端部は平坦面を持ち、休部内面はロ縁部近くでやや内湾する。推定口径204C舵を測る。器厚は厚

みがある。（146）は香炉で、推定口径90C桝を測る。口縁端部は平坦面を持ち、内面につまみ出さ

れ、かえりを持つ。休部は直上に立ち上がる。内面のかえり部はやや下から無紬となる。（147）は

煙管の先である。簡部最大幅は17C舵、高さ13C刑を測る。煙りの通過する穴は直径05C催程で、

端まで貫通している。ほほ円柱状を呈するが、下郡は平坦面になり無粕である。和は、志野織部で

ある。（148）は鉄勒の燈明台である。脚部は円形をしており、端部は面取りされる。裏面は蟹紬で

右廻りの糸切り痕が残る。受部も恐らく円形の皿状になると思われ、その中に一部割れた筒状の軸

受がつく。

時期は、（144）は大窯Ⅰ・Ⅱ期、（145）・（146）・（148）は江戸後期、（147）は江戸前期のものと

思われる。

○土師質土器　（挿図17－149～153・159、図版10－10、11－1）

（149）～（153）は土師質の小皿、或いは杯と思われる。休部はほほ直線的に伸びる。内外面とも

ロクロナテ調整される。（149）は、推定口径118C郡を測り、色調は黄褐色を呈する。内外面に墨

書が残っており、外面には「祖」、内面には「洲」「の」の文字が読み取れ、落書き状に書きなぐ

ったようである。（150）は推定口径112mを測り、色調は責白色を呈する。SD3出土のものと

ほぼ同様の形態である。（153）は推定口径106錘を測り、口稼端部に一本の沈線が入る0（159）

は推定口径266‘瀧を測る堀である。口緑端部は平坦面を持ち、内部にわずかにつまみ出される。

休部はやや丸味を帯び、タ帽信にはススが付着する。

時期は、15～16世紀までのものと思われる。

○磁器類　（挿図17－154～158、図版18－1）

（154）～（157）は青磁である。（154）～（156）は、いわゆる「けん先」の文様が施文される。

（154）は推定口径186C朋の大碗である。休部は丸味を持って立ち上がり、口縁端部は丸くおさ

まる。（155）は口縁端部で肥厚し、短く外反する。（156）は口縁端部に切り込みが入り、花弁のよ

うに縁取られる。（158）は、平板状の円形の蓋で、推定で直径44雄を測る。かえりは、04m程
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内側に入ったところにつき、断面は三角形を室する。志野調の粕が施和される。

16世紀～17世紀にかけてのものと思われる。

○その他　（挿図17－160、図版8－10）

（160）は打製石斧で、現存長90仇、最大幅46C潤、厚さ17川を測る。石材は粘板岩である。

この他、SD3出土のものと同様の塞、サビ粕のすり鉢、鉄粕・灰粕の碗、桐、磁器等が出土し

ているが、いずれも破片で、実測不可能であった。

○鉄津、鋳型片　（図版11－4～6）

調査地域全域から、多量の鉄澤、及び鋳型片が出土しており、その量はコンテナ6箱分にのぼる。

両者ともその成分は不明である。又、小破片が多く、鋳型に関してはとんな形のものの鋳型かは不

明である。ただ、一部に大きなものもみられ、形状からみて、炉のよう壁と推定できる。

（註1）藤沢良祐「瀬戸大窯発掘調査報告」『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀・Ⅴ』瀬戸市歴史

資料館　1986年

（註2）（11旧馴ま、石組遺構1に伴う可能性がある。

（註3）　SD2構築時に入ったものと思われる。

（註4）　山茶碗とすへきかもしれない。

尚、遺物の年代比定は、今井静夫、田口昭二の両氏にしていただきました。厚く、謝意を表します。
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Ⅶ　結　語

今回の金屋遺跡の発掘調査は、可児市今疲地内で行なわれる「大清水土地区画整理事業」に先立

って行なわれた緊急発掘調査である。

調査の結果、遺構は帯状遺構4本、石組遺構2本、集石遺構2基、士砿73基、ピット243ヶ所が

検出され、遺物は山茶碗、碗・皿・蛮・鉢なとの陶器類、磁器類、銭貨類などと、大量の鉄揮、及

び鋳型片、この他少量の弥生土器、打製石斧、石族が出土した。これにより、文献、地名、伝承に

より知られていた金屋の鋳物師の存在が、考古学的に実証されることとなった。以下、各項目につ

いてまとめ、若干の所見を加えたい。

遺構

溝状遺構は4本検出された。出土遣物から、SDlは15世紀初頭～16世紀後半、SD2－1

は15世紀初頭～前葉、SD2r2は17世紀半ば～後葉、SD3は15～16世紀前葉には構築

されていたと考えられる。ただ、その廃棄の時期は、擾乱等もあるため不明であるが、それぞれ長

くとも17世紀代までと考えたい。SDl、SD2－1は東西にまっすぐ検出されたが、SD2－

2、SD3は、調査区東端R列付近で南にほぼ直角に屈曲しており、人為的に作られている。SD

l、SD2－1もほぼ同様な性格のものであろう。溝の全体像が明らかでない今、はっきりしたこ

とはいえないが、後で速へる土蛇、ピット等の存在も考えて、住居跡、工房跡を取り囲む溝（一種
l三‡11

の濠）であったと考えられる。

石組遺構の1は、17世紀半ば～後半以降の排水遺構と考えたい。2は、SD2－2の北壁上に

積まれたものと考えたい。

集石遺構は、その覆土含有物、出土遣物からみて、鋳造作業中に出た鉄樺、鋳型片なとの不要物

や、生活用具の不要物を廃棄した廃棄の場と考えられ、工房跡があったことは確実である。出土

遺物から15世紀初頭～16世紀後半頃を中心に使用されたものと考えたい。

土鉱、ピットは、調査区城南側を中心に数多く検出した。出土遺物から、その多くのものが15世

紀初頭～16世紀半ばまでのものと考えたい。まずピットからみると、そのほとんとは柱穴と考え

る。おびただしい数により、規則性を見出せなかったため、掘立柱建物跡とは確認しえなかったが

形状等から柱穴といって差支えない。調査区域には鋳物師集団の住居跡、工房跡があったと考えら

れる。ピットには3つのタイプがあり、その中でもタイプ（2）、つまり、ピソトの底に扁平な土台石

を置くものがある程度検出されていることは、この時期の建築様式のあり方を知るうえで、良い例

と言えるだろう。土鉱は、形状はそのほとんとが隅丸長方形を呈するが、深さは様々で、その性格

はほとんとが不明である。これらの土砿内には、木炭が多量に敷きつめられるとか、地山が赤く焼
（註2）

けているとか、炉壁と思われるものは出土しておらず、又、坂下町金屋遺跡から検出されてい

る炉と思われる石組遺構も、その痕跡すら検出されなかった。しかし、SK2やSXlからは

数多くの鉄澤、鋳型片なとの他、陶器頬や茶褐色を呈した土の固まりなとが出土している0又、S

K7～9のように、土砿内に不自然にピットがあり、SK8ではピノトの壁に平扁な石が立てられ
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ていたり、SK9では土拡内に円盤状の土の固まりもある。SK66の覆土上面には、炉のよう壁

と思われる大きな破片や、鉄浮が出土している。ピット中にもP175のように、大きな鋳型片が

入ったものもある。鋳物師の工房がとのようなものであったかは調査例がほとんとなく、今後の調

査を待たねばならないが、前出の土・ピット等は、何らかの形で、鋳造作業の一部に関わる遺構の

可能性をもっていると言える。

遺物

遺物は包含層出土のものも含め、山茶碗、陶器類、磁器類、銭貨類、大量の鋳型片、鉄樺の他、

少量の弥生土器、打製石斧、石表族が出土している。弥生土器等を除くと、時期的には15世紀

前半～19世紀前葉まで、巾が広い。主流は、15～17世紀代であり、特に、16世紀代の

ものが最も多い。遺構出土のものは、15世紀前葉から16世紀代が主流であるが、若干では

あるが、17世紀代に入るものもある。先述したが、『可児町史』では鋳物師の活動時期が、室町

時代末期～17世紀中頃とされており、金屋の鋳物師の製品で現在接認できる最も古いものは、

永正12年（1515）である。鉄梓、鋳型片を含んだ遺構から、15世紀代の山茶碗、あるいは

陶器が出土していることから、鋳物師の活動時期が、この時期まで遡ると考えられるが、活動の中

心は16世紀になると考えられる。下限は、今回の調査でははっきりしたことはいえない。今迄と

おり、17世紀中頃としておきたい。ただ、鋳物師としての活動の有無は別として、19世紀初め

頃までは、この地で、人々の生活は続くと思われる。

陶器掛は、その機能別にみると、調理具はすり鉢のみで、貯蔵具は、壷、窺類がある。壷類には

茶壷、油つきなどがある。食膳具としては、碗、皿難があり、皿には、丸皿、稜皿、折線皿、菊皿、

ヒダ皿などがあり、種類が豊富である。16世紀代のものには、これらはとんとの器種がある。又

これら陶器とともに、中国青磁なとも出土している。15世紀代を含めて、この時期にこれだけの

地軸陶器、磁器が出土するということは、一般の遺跡からは、現在のところ考えられない。16世

紀代における、こうした遺物の出土内容を考えるとき、単純に比較することはできないが、武将な

との城館からの出土遺物と内容は、ほほ一致するといえるであろう。藤沢虐祐氏は、瀬戸窯における大

窯成立期の製品の様相を、楢崎彰一氏が大窯の受容層を「戦国大名なとの新興階級」と想定された

ことに対し、その様相（特色）が、こうした新興階級の受容という性格の一面をよく表わしている
（言王3）

と考えられている。これを美濃国でそのままあてはめるのは不適当かもしれないが、藤沢氏の

考えに準ずると、鋳物師集団もこうした階級に、又はこれに準ずる階級にあったと考えられる。

逆に言えば、鋳物師集団は、こうした階級に屑する経済基盤を持っていたことになる。中世の地方

の鋳物師集団は、蔵人所を求心の核として、鋳造業の地域的特権と、商品の流通の独占権を持って

いた。金屋の鋳物師が主に活動していた16世紀にも、こうした特権により、新興階級、若しくは

これに準ずる階級に匹敵する経済力を持ったのではなかろうか。こうした経済力を背景に、中国青

磁なとを含めた施粕陶器、磁器の使用ができ、又、お茶やたばこなと、当時の最先端の文化にふれ

ることが可能であったと考えたい。ただ、これは推論の城を脱し得ていないため、今後、城館の他

一般消費地の出土遺物の内容を比較検討して熟考しなければならず、今後の課題としたい。
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この他、水滴、墨書土器も出土しており、識字層の存在がうかがえる。

SK38覆土上面より、合計119枚の中国鏡が出土した。これは、とのように使用されたかは

わからないが、鋳物師の生産製品が、梵鐘、鰐口であることから、この原材料として使用された可

能性もある。多量の鋳型、鉄樺が、全調査地域から出土しているが、何の鋳型であるかは不明であ

る。

少量ではあるが、弥生土器、打製石斧、石鋲が出土している。このあたり一帯で、打製石斧

が採集でき、当遺跡から1007彿北にあった今渡遺跡からも、縄文土器、打製石斧なとが出土してお

り、この付近に縄文、弥生期の遺跡があったと思われるが、今回これらに伴う遺構は確認できなか

った。

さて、前出の今渡遺跡であるが、この遺跡は中世の墓地跡で、推定の道営時期が14世紀後半～

15世紀前半とされている。当遺跡の時期と対比した場合、当遺跡の出土遺物の時期と重なってい

る。今度遺跡が金屋遺跡からわずか100ナれしか離れていないこと、山茶椀、天目茶碗なとの他、

銭貨類の内容も含めて、出土遺物に同様なものがあることなど、両遺跡は何らかの関係があると考

えられる。

坂下の金屋遺跡との関係であるが、原寛氏は、坂下の金屋遺跡を、当遺跡の「出吹き」的性格を
（証4）

もった鋳造所である可能性が大きいとされている。遺跡の広がり、出土遣物の内容からみて、当遺
（註5）

跡はかなり大きいものになると思われる。いわゆる本家としての可能性もあるが現在のところはっ

きりはいえない。

以上、若干の所見を述べたが、今回の調査の成果は、第1に、先述したが文献、地名、伝承でし

か知られていないかった金屋の鋳物師の存在が、考古学的に実証され、その住居跡、工房跡の確認

ができたこと、又、その周りには、濠のような溝がめぐっていたこと。第2に、その生活に使って

いた食器類を始めとする、日常生活用具が出土したことにより、鋳物師集団の生活の様子がわかり

かなり裕福な生活をしていた者の存在が明らかになったことである。

金屋遺跡は、この地域で数少ない中世末～近世にかけての消費遺跡であり、この出土遺物は当刻

期の生活の様子を知るうえで、貴重な資料となろう。

（註1）　全体がわからない現在、正確ではないが、鋳物師集団の生活空間を区分する溝の可能性

もある。

（註2）　坂下町教育委員会　『金屋・屋の宮遺跡』1975年

（註3）　藤沢良祐　「瀬戸大窯発掘調査報告」　『瀬戸市歴史民俗資料館研究紀要Y』　瀬戸民

俗資料館　1986年

（註4）　（註2）文献による

（註5）　遺跡は、北を除く全方面に続くと思われ、調査地域の南側では、土地改良の時、かなりの量

の鉄棒が出土したと地元の人はいっており、遺跡の中心は、もっと南の可能性が強い。
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その他の参考献文

多治見市教育委員会　　『小名田古窯跡群発掘調査報告書』1987年

岐阜県多治見市教育委員会　　『尼ケ根古窯跡群発掘調査報告書』1987年

多治見市教育委員会　　『大畑大洞古窯跡群（脇之島2号窯）発掘調査報告書』1983年

（財）愛知県埋蔵文化財センター　　F杉山遺跡』1988年

愛知県陶磁器資料館　　『近世城館跡出土の陶磁』1984年

井上喜久男　　「芙濃窯の研究（1）15～16世紀の陶器生産」

『東洋陶磁』　Vol．15、16　東洋陶磁学会1988年

美濃古窯研究会　　『芙濃の古陶』1976年

田口昭二　「美濃窯における白歪と山茶碗」　『美濃陶磁歴史館報』汀　美濃陶磁歴史館

1983年3月

種　　　　　類 鋳　　造　　時　　期（初年） 枚　　　　数

（銅）唐高祖　　　武徳4年

（銅）宋太祖　　　北宋興国2年

（銅）宋太宗　　　北宋淳化元年

（銅）宋真宗　　　威平2年

（銅）宋真宗　　　大中景徳元年

（銅）宋真宗　　　大中祥符元年

（銅）宋真宗　　　大中祥符2年

（銅）宋真宗　　　天福2年

（銅）宋仁宗　　　天聖元年

（銅）宋仁宗　　　景祐元年

（銅）宋仁宗　　　賓元2年

（銅）宋仁宗　　　至和2年

（銅）宋仁宗　　　嘉祐2年

（銅）宋英宗　　　治平元年

（銅）宋神宗　　　照寧元年

（銅）宋神宗　　　元豊元年

（銅）宋酉宗　　　元祐8年

（銅）宋哲宗　　　紹聖元年

（銅）宋徴宗　　　政和元年

（銅）宋徽宗　　　政和元年

（銅）海陵王　　　正隆3年

（銅）南末光宗　　紹黙元年

（銅）明太祖　　　洪武元年

（銅）明成祖　　　永楽6年

不　　　　　明

合　　　　　計

表－3　SK38出土銭貨分類表
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版図



図版1遺構（1）

1．調査前（酉から）

羊∴芋十等
2　地山出し後（南調査区）
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図版2　遺構（2）

4．SDl、2

3　遺構完掘後（北調査区）



1　SDl遺物出土状況（2） 2．SD2－1遺物出土状況

5．石組遺構2



図版4　遺構（4）

4．8K2　覆土上面遺物出土状況
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図版5　遺構（5）
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7．ピット（1）類 9．ピット（2）類



図版7　遺構（7）

1．ピット（2）類

丁．SK38覆土上面中国銭出土状況
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3．ピット（3）類

6．ピット内通物出土状況



図版8　出土遺物（1）
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図版10　出土遺物（3）
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図版日　出土遺物（4）



図版12　出土遺物（5）
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図版13　出土遺物（6）



図版14　出土遺物（7）
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図版15　出土遺物（8）



図版16　出土遺物（9）
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図版17　出土遺物（10）
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図版18　出土遺物（11）
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